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■　編　集　後　記

　日本各地が猛暑と豪雨で大変になっています．日本で41℃という観測史上最高の気温も記録されました．夕方
になると落雷と土砂降りとなり，まさに亜熱帯気候にシフトしてきているのではないかと心配になるこの頃で
す．私ごとで恐縮ですが，留学した米国東海岸にある南カロライナ州チャールストンという海辺の町で経験した
スコールと大変似ています．今朝，駅から国際に向かうバイパスを自転車で走っていましたが，ええっ，クマゼ
ミが鳴いている？と我が耳を疑いましたが，間違いありませんでした．関西に生息するクマゼミが住む場所を
どんどん北上させている，つまり温暖化が進んでいることを実感した次第です．
　さて7月に開かれた編集委員会では埼玉医大雑誌の質の向上を目指して，いくつかの新企画に挑戦すること
になりました．①投稿された原著の中から編集委員の投票によって優秀論文を選び“医学会奨励賞”を差し上げ
ること，②卒後教育委員会主催の講演をいただいた先生の中から，講演の内容を是非とも埼玉医大雑誌に掲載
させていただきたい方を選び，投稿をお願いし，ささやかではありますが謝礼を支払うこと，③学内の先生方に
最新の医療に関するトピックスを紹介していただく原稿を依頼し，ささやかではありますが謝礼を支払うこと，
などです．これらの企画が効果を上げるよう活動を継続させたいと考えています．
　大学病院では精神科センターが改築され西病棟と名称を変え，神経内科，リハビリテーション科が病棟移動
を行いました．また福祉棟から新外来棟への改築，2ビルの耐震工事，基礎棟への検査部の移動の計画も進めら
れています．総合医療センターでは総合週産期母子医療センターが138床へ倍以上の規模拡大をして医療に貢献
しています．国際医療センターでは医療の質を向上させ国際病院評価機構JCIの受審に向けた現場での準備が進
められています．
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